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Ｓ－ＦＪ オートポリスシリーズ 第３戦 第４戦 
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２０２２ Ｓ-ＦＪ ジャパン・チャレンジの第５大会がオートポリスにて開催された。 

鈴鹿や関東からの遠征組も多く２０台の参加があった。オートポリスのコースは多

種類のコーナーと起伏も大きく、ドライビングスキル向上に効果的なコース。 

２レース開催であったが、レース２のグリッドは予選のセカンドタイムによる方式、

しかし予選の最後に赤旗が出たので、タイムを出し切れていなかったレース１ポ

ールの岡本選手は最後尾に、同じく２番手だった渡会選手は１８番手スタートとな

り、まるでリバースグリッドのようにしてレース２はスタートすることになった。  

 

テキスト:はた☆なおゆき 

全５戦で争われるスーパーFJ オートポリスシリーズは、第３戦と第４戦を連戦で、そしてジャパン・チ

ャレンジとの W タイトルで開催された。普段のレースでも 10 数台の参加があるシリーズだけに、遠

征ドライバーも加わり、エントリーは 20 台と活況を呈していた。 

 



オートポリスシリーズここまでの２戦は、鈴鹿からの遠征となる清水啓伸（DragoCorse）が開幕戦

を、そして東慎之介（セルモグループ ORM/戸田 ED）が第２戦を制覇。開幕戦では 5 位だった東が

ランキングのトップに立っており、これを碓井ツヨシ（C.O.B-KART）と入江裕樹（スラッシュ☆タツ

ミレーシング）が 3 ポイント差で追う展開となっている。 

今大会にも清水が、さらにジャパン・チャレンジの顔ともなっている岡本大地（FTK・レヴレーシング

ガレージ）も遠征してきているだけに、シリーズにどう影響を及ぼすか注目される。なお、ジャパン・

チャレンジ４戦 3 勝の岡本は、今大会の結果次第でモビリティリゾートもてぎでの最終大会を待た

ずに、3 連覇達成となる。 

 

≪公式予選≫ 

今大会は W ヘッダー開催であるものの、１デイイベントであるため、非常に慌ただしいスケジュール

となっていた。ちなみに９時 55 分から 15 分の予選が行われ、13 時 50 分からレース 1 を、そし

て 16 時 35 分からレース 2 を、それぞれ 10 周で競うという次第。なお、レース 1 のグリッドはベ

ストタイム、レース 2 のグリッドはセカンドベストタイムで決められる。タイヤに関して予選と２レース

を通じ、２セットの使用が可能である。 

天候はいたって穏やか。暑過ぎず、涼し過ぎず、いよいよ秋の雰囲気を醸し始めたといったところだ。

そして定刻どおりに予選はスタート。全車一斉にコースインしていくのかと思いきや、遠征ドライバ

ーの何人かは、すぐにピットを離れず。松田大輝選手（K-TACK MYST KK-SII）、渡会太一選手

（KK-SII）が開始から 3 分後、岡本選手にいたっては 5 分後にようやくピットイン。もっとも、岡本

選手はトラブルを抱えていたようではあったが……。 

20 台も走れば後半の方が、路面状態は圧倒的に良くなっているだろうが、まさかまさかの事態が

発生する。６番手に浮上したばかりの益田富雄選手（KTMS.RT.ミスト KK-SII）がクラッシュ。赤旗

が出されて計測は 2 分を残していたものの、終了が告げられてしまったのだ！ 

その時点でトップタイム、1 分 59 秒 092 をマークしていたのは岡本選手ながら、遅れてコースイン

したことでワンアタックしかできなかったのだ。計測 1 周目のセカンドベストタイム 2 分 25 秒 843

は、もちろん最下位。慎重なウォームアップも仇となった。 

一方、ベストタイムで２番手は渡会選手で 1 分 59 秒 517 をマーク、３番手は 2 分 0 秒 214 の松

田選手だったが、計測１周目からプッシュしていた松田選手はなんとかセカンドベストタイムを７番

手に留めていたのに対し、渡会選手もまた岡本選手同様、下位に沈んでレース 2 は 18 番手から挑

む羽目に。 

その意味で言えば、２本を誰よりしっかりまとめてきたのが清水選手だった。ベストタイムは 2 分 0

秒 262 で 4 番手ながら、セカンドベストタイムは 2 分 0 秒 645 でトップ。その清水選手に２レー

スとも続く格好となったのが、夕田大助選手（LAPS）だ。前週に行われた鈴鹿シリーズ最終戦で 6

位を獲得したジェントルマンドライバーが、オートポリスでも大躍進遂げて、レース 2 はフロントロー

からスタートを切ることとなった。そして、レース 2 で 3 番手からスタートするのは、永原蒼翔選手

（ピットワークながはら LBJ）で、地元ドライバーとして、これが最上位となる。4 番手は益田選手な

がら、4 時間にも満たないインターバルで、果たしてマシンは修復なるのか？ 

 

 



予選 レース１：PP／レース２：20 番手 岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

ちょっとトラブっていて、直前で。それで作業に時間を取られて、

ワンアタックしかできませんでした。ポールが獲れたレース 1 は絶

対に勝ちたい。だけど、レース 2 はちょっと、本当にビリですよね。

だから、どうしようかな、といったところで。どこまで行けるか分

かりませんが、頑張ります。 

 

予選 レース 1：2 番手／レース 2：18 番手 渡会太一選手（KK-SII） 

セカンドベストタイムは最悪でした。一発（ベストタイム）も引っかか

っちゃって、本当ならもっと出せたし、セカンドも普通に走れてい

れば出せたので……。うまく行かないですね。レース 2 では、岡本

選手と一緒に頑張って追い上げます。 

 

予選 レース１：3 番手／レース２：7 番手 松田大輝選手（K-TACK MYST KK-SII） 

一応、予選で自己ベストを更新できて、練習でも出ていないタイム

が出せたので、その点においては少し満足して、ホッとしている感

じもあるんですけど、でもオートポリスが初めてだからといって、

本当に速いドライバーは初めから速いと思うし、まだまだ足りてい

ない部分もありますので、次はレースなのでなんとか表彰台で粘

れれば。高みを目指すなら優勝まで行きたいですけど、堅実に表

彰台は狙っていきたいと思っています。 

 
 
 



≪決勝レース 1≫ 

予選に比べると太陽が高く上がった分、温度は上がってはいるものの、山の中のサーキットとあっ

て空気は澄んでいて、日陰に入れば依然過ごしやすくはあった。ただ、コースとなると、そうはいく

まい。さて、スタート進行が開始された段階では、グリッドに並ぶことはできなかった益田選手なが

ら、なんとかピットスタートは可能に。メカニックの懸命な修復あってこそ！ 

好スタートを切った岡本選手が１コーナーへのホールショットを決めたのに対し、やや出遅れた渡会

選手は清水選手の先行を許してしまう。だが、渡会選手は３コーナーで早くも 2 番手に返り咲く。こ

の間に生じたギャップが、岡本選手を楽にした。オープニングラップを終えた時点で、築かれたリー

ドは早くも 1 秒７となっていた。 

一方、3 番手スタートで、唯一ニュータイヤを装着して注目された松田選手だったが、完全に失敗し

て、オープニングラップを終えた時点で 10 番手に後退していた。4 番手には夕田選手が浮上し、入

江選手と永原選手といった地元ドライバーを従える。 

２周目を終えると、もう岡本選手だけでなく、渡会選手と清水選手も単独走行に。４周目には夕田選

手も後続を振り切っていたのに対し、激しくなっていたのが入江選手と永原選手による 5 番手争い

だ。しかし、これも６周目の１コーナーで決着がつき、永原選手が前に出る。しかし、これでバトルは終

わりとはならず、追い上げてきた松田選手が８周目に入江選手をロックオン。９周目の１コーナーで

横に並び、第１ヘアピンでようやく前に出る。さらに松田選手は永原選手の背後にまで迫ったが、最

後のゴールライン上でコンマ 2 秒及ばなかった。 

その間にも、岡本選手は４周目にファステストラップ 1 分 59 秒 794 を出しつつも、まったく危な

げない走りを見せて最後は 5 秒７差の圧勝に。ジャパン・チャレンジ 4 勝目をマークした。 

 

 

優勝 岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 

練習走行でロングかけている時に、タイヤが保たなそうだったんですよ。特に左後ろがきつかったの

で、そこのケアしながらのレースになると思っていたんですが、スタートで渡会が少し下がって、その



差ができたのが良かったというか、マネージメントしやすくなったので、なんとか保たせられて良か

ったという感じです。次はそうですねぇ、後方からプッシュし続ける分、タイヤが保たないような気が

するんですよ。もちろん全力は尽くします。 

 

２位 渡会太一選手（KK-SII） 

スタートでシフトミスして、それで落ちちゃったんですけど、その後すぐポジション戻せたのは良かっ

たとはいえ、それで岡本選手と離れちゃったので……。バトルに持ち込めていたら、また違った展開

だったと思うので、課題ですね、それは。次はケツの方からのスタートなので、どうなるか分からな

いですけど、頑張って走ります。 

 

３位 清水啓伸選手（DragoCORSE） 

最初から、予選の時もフロントタイヤが全然温まらないし、温まっても全然グリップしないというの

があって、なので分かっていて。1 周目、渡会選手とバトルしたんですけど、もう粘ろうと思ったら、

ぶつかりそうだったので……。諦めて３番手に下がってからも、ペースは遅くて。後半良くなってき

たなと思ったら、今度はタイヤがタレ始めてきて。もう 1 周もまともに走れない、タイヤが温まってき

たらタレ出すっていう悪循環でした。次のレースで、そこがちょっとでも良くなればいいですね。 

 

 

≪決勝レース 2≫ 

このレースウィークの最終レースとして行われたレース 2。果たして、ポールスタートの清水選手は

逃げられるのか？ 何より注目すべきは最後尾から岡本選手が、18 番手から渡会選手がどこまで

追い上げてくるか。ちなみにピットスタートながら、益田選手はレース 1 で 11 位まで順位を上げて

いたから、抜いて来られぬわけではなさそう。 

 

 



好スタートを清水選手が切り、夕田選手、永原選手の順で続いていくも、１コーナーで入江選手が益

田選手をかわして４番手に浮上。思うようにペースの上がらぬ増田選手は、その後、KOUKI SAKU

選手（K2 sport☆sEKC☆SPV）の先行も許していた。 

オープニングラップを終えたところで、早くも清水選手は 1 秒 4 のリードを確保。そして渡会選手は

12 番手、岡本選手は 13 番手にまで上がっていた。その後も徐々にリードを広げる清水選手、そし

て３周目には岡本選手が 8 番手、渡会選手が 10 番手とポイント圏内に入れてきた。さらに夕田選

手と永原選手による、激しい 2 番手争いはなおも続く。 

４周目、岡本選手と渡会選手は 4 番手を争う集団に、ついに追いついた！ 大渋滞の中、激しいバト

ルが繰り広げられるも、ふたりはどうやら接触もあったよう。気がつけばフロントウィングが曲がっ

ているではないか。その影響は、特に岡本選手に及んでしまっていた。８周目に渡会選手はついに益

田選手を抜いて 4 番手に上がるが、岡本選手はなかなか抜ききれず。そして勢いに乗る渡会選手

は、2 番手争いに加わることとなり、ファステストラップ 1 分 59 秒 636 を記した直後の最終ラッ

プ、１コーナーで永原選手を抜いて 3 番手にまで躍り出る。逆に岡本選手は益田選手に、最後まで封

じ込められてしまった。 

その結果、清水選手が 3 秒４差で夕田選手を引き離して、オートポリスシリーズ 2 勝目を、ジャパン・

チャレンジの 2 勝目をマーク。以下、渡会選手、永原選手、益田選手、そして岡本選手の順でゴール

となった。 

岡本選手はこれによりジャパン・チャレンジの 3 連覇を達成。残すは日本一決定戦だけとなったが、

今年は果たして……。 

次回のオートポリスシリーズは 11 月 13 日に、そしてジャパン・チャレンジは 10 月 16 日にモビリ

ティリゾートもてぎで開催の予定で、いずれも今季最後の戦いとなる。 

 

 

 



優勝 清水啓伸選手（DragoCORSE） 

車は変わらなかったですね、最後まで。変わらなかったというか、変わってはいるんですけど、タイ

ムにつながるかというと、別の感じの変わり方で。その中で自分としては、なるべくミスしないよう

に、後半はマシン壊さないように、ちょっとペース落として、後ろも落としても大丈夫ぐらいの距離

だったので、落ち着いてレースできた感じですね。ペース自体で言ったら、まだ全然足りないですけ

ど。あとは日本一決定戦、勝つだけです！ 

 

２位 夕田大助選手（LAPS） 

総合では初の表彰台です。ジェントルマンを対象にしたクラスでは上がっているんですが。めっちゃ

疲れています、今は（笑）。総合の表彰を目指していたので、やっと。ありがとうございます。 

 

３位 渡会太一選手（KK-SII） 

めっちゃしんどかったです。（フロントウィング曲げたのは）あれ、けっこう前半です、３周目ぐらいに。

あんまり影響はなかったんですけどね。しんどかったですけど、けっこういいペースで走れていて、

レース１からセッティングも変えていて、それがうまく影響出たかなと。良かったです、本当に。とり

あえず、一安心です。次はたぶん日本一だと思うので、リベンジしたいです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 


